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赤痢アメーバのモ lレモヅト感染実験殊に

ウエノレシ菌の影響に就て
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慶慮義塾大学医学部寄生虫学教室

緒言

アメーパ赤痢の発症に関じては現在まで多くの人によ

って論じられて来た。Dobell (1919）は赤痢アメーパ~·こ

は非病原性の株は存在しない事を強く主張しているD 赤

痢症状の現われないのはアメーバが破壊する組織を人間

の側が絶えず修復するために其の損傷が拡大する事がな

い為である之考えるO 赤痢症状が発現するためにはそれ

を誘発する種々な因子が考えられるのであり，現在考え

られているものは次の 4因子であると云われて居るD 即

ち 1）株による病原性の強弱， 2）寄主側の抵抗の滅弱，

3）気温の影響， 4）腸内細菌の影響であるO 以上のうち

腸内細菌の影響は普通培養基内に於ても叉生体内に於て

も極めて密接な関係があると云われているO 培益基内に

於ける細菌の作用でアメ｛パに重大なる影響を与えるも

のは，その増殖によって酸化還元電位を下げ、るという事

であるO Chang (1948）は仔猫に紅門より培養虫体を感

染せしめる際に紅門を結紫しないもの，結禁するもの，

及び Clostridiumwelchiiの培養を同時に注入して結発

したものについて観察し，第3群に於いて感染し深い潰

揚が形成されたと報告しているO 私はさきに赤痢アメ F

パ培主主の際に Cl.welchiiを随伴させる事によって，ア

メ｛バの増殖に極めて好影響を与える事を実証した。更

に今回 Cl.welchiiを随伴せしめた場合赤痢アメーパの

病原性が如何に変化するか，且モルモットは赤痢アメー

パに対してどの程度の感受性をもっているかを知る為に

感染実験を行ったので、ままに報告するO

実験材料及び方法

アメーパ接種の方法として紅門より直腸内に注入する
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方法と，腹壁を開いて直接胃腸内に注入する 2つの方法

を試みた。

直腸内注入： モルモヅトは出来るだけ幼弱のものを

}iJいた。 （体重100～150g）。 これは幼弱で、あれば某の

感梁率が高いと云われているからであるO 併し材料取得

の関係上一部に於ては 200g内外のものも混じた。動物

の食餌はフスマ， 人参， 青草として実験までに 4～5日

日飼育を行って勤物の健康状態の良好の時期を選んで実

験を行ったD 新鮮似の検査によって自然に出るアメーバ

は見当らなかった。この研究には cystより培養を行っ

た吉村株と，赤痢アメーバ患者の粘血便から得て 10数

代継代培養を行った広瀬株の 2種類を用いた。培養基は

馬血清7,Ringer 3，を混じて加熱援問斜面となし液体

部は Ringer氏液のみとしそれに滅菌米粉を加えた。

培長基の斜面，液体部の量は一定にして Cl.welchiiを

24時間培養した培地に赤痢アメーパを移殖して，増殖良

好で運動活綾な栄養型を含む培益液を用いた。対照とし

ては Cl.welchiiを共棲せしめないアメーバ培養液を}-jj

L、た。

アメ｛バの増殖に関しては 24時間～72時間と検して

最も分裂増殖の活畿な時期と思われる時間後に血球血算

板にて虫体数を検査して培養液 1cc中に15～20万程度

のものを用いた。即ち培養液1定量に略 E同数の虫体を

含む如くして出来るだけ各実験条件を一定にした。注入

に先立って， あらかじめ除去しておいた最上部の培益

液（アメーパを合まぬ） 1.0～1.5 ccを紅門部より徐々

に流入，流出せしめると 2～3分にして直腸部の犬使は

多くは自然に排出された。然る後，前記アメ F バの浮激

する捜持混和された培養液の 1.0ccを紅門より直腸内

にネラトシカテ｛テル，叉は注射器にて注入し紅門は予

め準備操作しておいた巾着縫合を確実に締めて，糞便並

に注入液の自然流出を防止した。注入した培養液1.0cc 

は紅門上方3～5cmに達している事は予め剖検によっ

て確めておいた。縫合糸は 24時間後抜去して排便を自
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由にせしめたD 対照としては培養液の上層部にてアメー

バの存在しない部分即共棲細菌だけを含むもの 1.0cc 

を注入した。接種後飼育箱はそれぞれ区別をした。以後

連日糞使よりアメーパ虫体並に cystの排出の有無を検

査して糞便は一都培養を行った。 E工門部よりの注入接種

に際しては通常極めて浅い麻酔を行った。注入後は排便

の状態，下痢の状態を検した。動物は紅門を閉鎖される

事により甚だしく苦痛を感ずる様で，むしろ後述する様

に開腹して盲腸部に接種する方が苦痛を伴うことが少い

様に見えた。一部体重の測定を行ったが多くは体重は減

少し食慾も概して衰えて，運動は不活畿となった。 24時

間後速やかに抜糸する事が特に必要である。モルモヅト

は多くは死後，一部は死の直前，叉他の一部は死亡前で

比較的元気のものも一定日後には殺して剖検をした。

検査は内臓全般に亘ったが主として直腸四百部を検査

し一部に於いてアメーパを培主し，腸変化のあるものに

ついては組織学的の検索を行った。注入行為によって少

数例の死亡を見た。

盲腸内注入： 実験材料は直腸注入の場合と全く同様

であるO 方法としては，モルモットには出来るだけ軽い

エ｛テル麻酔をほどこして，腹樫を約 2cm程開腹して

回盲部を求め， 回腸の終末部に近く Teniaの上にて前

記紅門内に注入したと同様の条件を具備したアメーパ浮

激液1.5ccを出来るだけ刺iい注射針を以て注入し，液の

盲腸内に注入された事並に針の穴より注入液の流出なき

を確めて速やかに腹膜，筋層，皮膚，と 3層縫合を行っ

て腹腔を閉鎖したが，一部のものについては腹膜筋層と

皮膚との2層縫合をしたものもあった。手術創はマ F キ

ロ塗布程度にて特に巌重な消毒は行わなかったが，腹壁

縫合の化膿は見られず，手術創は殆んどの例に於て一期

癒合し，直接手術死と思われるものはなかった。死後剖

検時腸管並に腹膜の癒着は可成り速やかで，且高度のも

のが屡 EあったQ 既述した如く手術後は紅門閉鎖の場合

より動物は元気であった。術後の運動，其の他の動作も

前記実験の時よりも活援で，食慾の哀えも特に著明のも

のはなかった。対照としては培養液の最上部のアメ戸パ

の存在しない液（共棲細菌含有）の 1.5ccを注入して接

種後は飼育箱を区別した。

実験成績

E工門より注入した場合： 接種日の死亡， 叉は原因不

明の死亡は除外した。第 1表に示した様に翌日より少数

例の死亡が見られたが，第3日より第7日の聞に於いて

YE亡するものが大多数で・あった。殊に第3,4日目の死
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亡が多かった。対照（C)20頭はよく生存して 6日目と

8日目に屠殺剖検を行った。第2表には病変の程度と，

アメ戸パの検出，下痢の状態を示した。即ちS株（広瀬

株にては，実験頭数22DJl中軽度の病変（＋）のあったも

の10頭（45.4.%）であり，その中 1頭は 2日目に， 7頭

は3日目に，他の 2顕は4日目に夫々死亡した。中等度

（＋＋）並に高度（梢）の病変を呈するものはなかった。病変

のあった 10例中に於いて，第3日自に死亡した7頭中

3頭に下痢，並に腸内容にアメ｛パを認めた。病変（±）

の3頭は 2円目に1顕， 6R自に 21IJ:{死亡しているO 共

に下痢並にアメ｛バは証明されなかったD 病変（ー）の 9

頭は， 2日自に 1頭， 3日目に6頭， 4日目に2頭， 夫

々死亡し，下痢アメーパは検出されなかった。Sw株（広

瀬株に Cl.welchiiを随伴せしめたもの）にては実験26

駅中 14頭（53.8必）に病変を見た。即ち， HJ'；に軽度，

nmに中等度， HEに高度の病変があった。軽度病変（＋）

7 張中 1 頭は翌日死亡し， 2頭は 2 日自に， HJ~は 4 日

目に，残りの Ul]iは5日目に天々死亡したO 4日自に死

亡した3頭中1顕に下痢を認めたがアメーバは検出され

なかった。中等度病変（＋＋） 6頭中 1頭は2R目に死亡

し，下痢並にアメ｛バを証明し， 3耳、は4日自に死亡し，

3頭共に下痢を認めたが，腸内容からアメーバは検出さ

れなかった。残りの 2顕は5日目， 6日目，に死亡し共

に下痢，アメ F パは見られなかった。高度の病変白川 1

顕は第4日目に死亡しているO これには著明な下痢が見

られたが，アメ｛バは検出されなかった。病変（±）の 4

頭中2頭は翌日に， 1頭は2日目に，他の 1顕は5.日目

に夫々死亡しているO 下痢及びアメーパは共に認められ

なかった口病変（ー）の 8耳目中3取は3日目に， 3顕は4

日自に，残りの 2顕は5日目に夫々死亡していて下痢，

アメーバは何れにも認められなかった。

Yw株（吉村株に Cl.welchiiを伴ったもの）にては

実験9頭中 9lUI(lOO .%）に病変があり， その中6頭に軽

度， 2頭に中等度， I頭に高度の病変があったG 軽度の

病変（＋） 6頭中2頭は2日自に， 1頭は 3R自に，他の

3頭は7日自に夫々死亡した。全例にアメ戸バ並に下痢

を証明出来なかったD 中等度病変（+t)2頭中 1顕は3日

目に死亡し下痢を伴っていた。他のnmは4日目に死

亡してこれには下痢並にアメ｛バを証明したO 高度の病

変 1頭は 3日flに死亡しているO これには下痢並にアメ

ーバを認めた。対照、群20頭中 1頭に（0.5.%）に軽度の

病変を証明し，之は第3日目に死亡しているo下痢，ア

メーバは認めなかった。他の 19頭は6日目と 8日目に

( 19 ) 
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屠殺したが剖検の結果病変を認めず，且全例に下痢並に 8R自に屠殺した。対照群は全例に下痢とアメーバは認

アメーパは認められなかった。 められなかった。

以上を要約するとアメ F パを検出出来たものは， S株 以上を要約するとアメ｛パを証明したものはS株に於

に於ては 3日目に死亡した 3例， Sw株に於ては2日円 ては2日目に死亡の lllJI, Sw株に於ては2日目死亡の

死亡の 1例， Yw株に於ては3日目， 4日目に死亡した 2顕， 3日目死亡の 4顕であり， 下痢を証明したものは

2例で‘あった。下痢を証明し得たものはS株に於ては， S株に於ては3日目死亡の1頭， Sw株に於ては 3日目

3日目に死亡した3例， Sw株に於ては2日目に死亡し に死亡の 3頭で、あった。対照群に於ては全例に下痢もア

た1例と 4日目に死亡した5例， Yw株に於ては3日目 メ｛パも証明されなかった。

死亡の2例， 4日目死亡の 1例であった。対照群につい

ては全例に下痢，並にアメ｛バを証明しなかった。

官腸内接種の場合：当日，翌日の死亡例はなかった。

第3表の知く接種後，第2日目に死亡は急激に増加して

いるO 2日目より 4日目に大部分の死亡を見た。対照群

は2日～6日に 10頭死亡し他はよく生存した。 8日目

に残り 11頭を屠殺剖検した。

病変の程度から見ると，（第4表）， s株に於て， 15頭

中10頭（66.6%）に病変を見た。内病変の軽度のもの 5

Mt，中等度のもの 5顕であった。軽度病変5頭中4頭は

2日目に他の 1頭は3日目に夫々死亡している。下痢，

アメーパは5頭共認められなかった。中等度病変（＋＋） 5 

頭中3頭は2日目に死亡し内1頭に軽度の下痢とアメ

｛パを証明した。他の2頭は3日目に死亡しているO 下

痢，アメ｛バは共に認められなかった。病変高度（州）の

ものは見られなかった。病変（±）の 4頭は全て2日目に

死亡している。下痢，アメーバは共に見られなかった。

病変（ー）のものの 1頭は4日自に原因不明で死亡してい

るoSw株に於ては 16頭中 10頭（62.5%）に病変が見ら

れた。他の 6頭は病変（±）であった。病変軽度（＋）のも

のは4頭あり，内 1頭は2日目に死亡し，アメ｛バを証

明した。 2頭は3日目に死亡しその 2頭中1頭に下痢

とアメ｛パを証明した。他の 1顕は4日目に死亡してい

るO アメ｛バは変性していると思われ存在は不明であっ

た。病変中等度のもの（＋＋）は4頭、あり，その内の 1顕は

2日目に死亡しアメι｛パを証明した。 2頭は3日目に

死亡し2頭共アメーバと下痢が見られた。他の 1頭は6

日目に死亡してアメ｛バは変性したものと思われ存在を

断定する事は出来なかった。病変高度のものは（榊） 2頭
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1表直腸内注入後死亡迄の日数

頭数 1 2 3 4 5 6 7 8日

22 。3 13 4 。2 

26 3 4 3 10 5 1 

9 。2 3 1 。。3 

20 。。1 。。7殺 0 12殺

殺・・・・・・屠 殺

2表直腸内注入感染

頭数

qGにununU
222 

病 変

一土＋＋＋榊
nwd口Rununy

Ti 

qJAιzAUnu 

nUFO円Lnυ

nU門dpO唱i
噌Eム

nU守iTinu

アメ下痢
ヲ，，；； ~／ミ

Fhdqa内υ円りdqtυnu 
ーi

－－－ 

qοpoqonυ 

丹、u’iqLAu

a吐凸6RU

3表盲腸内注入後死亡迄の日数

頭数 1 2 3 4 5 6 7 8日

15 0 11 3 1 。
16 。3 7 2 。4 

21 。4 2 。。4 0 11殺

殺・・・・・・屠 殺

4表盲腸内注入感染

頭数
病 変 アメ

一土＋＋＋榊 ／。O， パ下痢

15 1 4 5 5 。66.6 1 1 

16 。6 4 4 2 62.5 6 3 

21 16 5 。。。。。。

あった。共に6日目に死亡しているO 下痢，アメ｛バは 即ち第2，第4表によって病変の程度を観察すると，

見られなかった。病変（±）のもの 6頭あり 1頭は2日 直腸内注入の場合， Sw株では腸内変化を呈している 14

目に， 3頭は 3日目に， 2頭は 4日自に，叉残りの 1頭 例中7例に強度の病変を示しているが， S株の場合は 1(}.

は6日目に死亡しているO 3日目に死亡した3頭中 1頭 例中強度の病変を示しているものは無かった。 Yw株の

にアメ｛パを証明した。対照21頭中2日目に4頭， 3 場合には9例中3例に強度の病変を示した。盲腸内接種

目目に2頭， 6日目に4頭夫々死亡した。他の 11頭は の場合に於ては略 E同様に， Sw株にては 10例中6例に

( 20 ) 
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病変が強く， S株のみの場合は 10例中5例に強度の病

変を示しているD 次にアメ｛バの検出は病変のあるにも

不拘少数例に遁ぎなかった。しかも検出されたアメ｛パ

は殆んど変性に傾いているo これは死後に於て剖検した

ためアメーバの速やかな変性により検出が困難で、あった

ものと思われるO

本実験の後に行ったそルモット感染実験に於ては悉く

屠殺剖検したのであるが，これでは病変の存している腸

管内には 100%に活躍主に増殖しているアメーバを検出し

た。亦本実験に於ては直腸内接種でも盲腸内接種でも下

痢を起している例は少数であるO 下痢は紅門部附涯の汚

染している程度のものを挙げた。腸内に病変があっても

必ずしも下痢症状を示していない様であるO

考按

現在に至るまで，モノLモヅト，家兎，白鼠，猫等につ

いて赤痢アメ｛バの栄養型をもっての感柴実験が麗弘報

告されているO 而して感染に関しては本実験に於ける随

伴細菌の作用以外に既越の如き株による病原性，動物の

種類による感受性，実験実施の季節的関係等が相互に関

聯作用をしているものと考えられるO 株による病原性に

ついては古くから論じられている如く，例えばアメーバ

に非病原性の株は存在しないにしてもその病原性に強弱

のある事は一般に認められて居り最近岡本は白胤の感染

実験に於ても感柴並に演鎮の形成に可成りの差があると

報じているO 而し私の本実験に於ては cystより得た吉

村株（Y株）と，アメーバ赤痢患者の血使より得て 10代

継代培養を行った広瀬株（S株）との両者に於いて感染状

態に特に差異は認められなかった。 これは後者が10代

継代培養を既に重ねて居り， 且此株の提供者は比較的軽

症患者であり，アメーパの病原性も前者に比して必ずし

も強くないという事が想像される。次に気温の関係も問

題になり既に柳内（1950）によって報告されてある様に白

胤実験に於いて夏季が冬季より容易に感染すると云って

いるO 特にモルモットに於ては白胤よりも寒暑に対する

抵抗が弱く僅かな不注意によっても自然死をおこし易い

ので私は特に 4,5, 6, 10, 11月を選んで実験を行っ

た。 自然死の状況から見て，同一飼育条件に於いて体重

の少い幼弱モルモ ットの方が体重の多いものより抵抗が

弱いとは断じられない。亦食物との関係であるが， Boe

(1939）は白鼠に含水炭素の多い食飼を与えておくと赤

痢アメ｛バに感梁し易くなると云っている。

私は本実験に於てはフスJ，人参，青草を主として，

水分の多い野菜は出来るだけ避けた。モルモットは水分

( 21 ) 
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の多い野菜食にては容易に下痢を起して死亡する様であ

るO 叉遁食は動物に悪影響があり食餌の量は毎日略主一

定にした。次に感染実験としては Jones(1946）はモル

モットの官腸部に接種する方法で幼弱のものに感染させ

る事が出来たと報じているO

Carrera及び Faust(1949）はモルモットを開腹して

直接に栄養型を盲腸部に接種して 34例中 31例に感染せ

しめ得たと云っているO 叉他の多くの人によって種々な

動物を用いて盲腸部，直腸部に接種実験を行っているが，

感染しているもの，感染しないもの等其の感染率は極め

て区々たる成績を示しているD 動物J実験に多くの外的条

件が影響して，この様な結果を示していると想像される。

叉石井（1950）は白胤を用いて最近の実験に於て，紅門よ

り栄養型を注入して紅門を閉鎖したもの 50例中 21例に

感染し， その中の 9例には潰湯が生じたと報告してい

るD Chang (1948）は紅門を閉鎖するか或は Cl.wei-

chiiの培養をアメーバと同時に注入する事によって感染

が容易になることを認め，これは腸内容の酸化還元電位

が右の操作によって著しく低下するためと説明してい

るO 岡本（1951）は最近白嵐を用いて Cl.welchiiを同時

に注入したものと， しないものに於て感染状態に差異を

生じないと云っているO 併し私の実験に於ては感染率に

於て犬なる差は認められないが感染の程度（病変の程度）

については Cl.welchiiを随伴せしめた方が病害作用は

給三強い様であるO

結論

1) 吉村株・広瀬株を使用して先づ Cl.welchiiを24

時間乃至48時間培養後，上記2株に各々随伴せしめて，

その培養液の一定量をモルモットの直腸内，盲腸内に接

種をした口

2) 盲腸内容，直腸内容叉は組織内にアメ｛パの見出

されたものは勿論，アメ｛バは見出されなかったが潰湯

の形成されたものをも感染と見倣せば，直腸内注入に於

て，広瀬株に Cl.welchiiを随伴させた場合53.8%,

広瀬株のみの場合は 45.4弘叉吉村株と Cl.welchii 

を用いた場合は 100%に感染が見られた。

3) 盲腸内注入の場合は，広瀬株に Cl.welchiiを随

伴させたものでは 62.5%に，広瀬株のみの場合は 66.6

Mにそれぞれ感染が見られた。

4) Cl. welchiiを伴ったアメ｛パ栄養型とそれを伴

わないアメ｛バ栄養型を使用した場合感染の百分率に於

ては犬なる差異は認められなかったが， Cl.welchiiを伴

った方が全般に梢 k強い病変を示した。
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5) 対照群36頭には胃腸部，直腸部共に認め得ベき腸

内変化はなかった。

6) 死後剖検が多かったためかアメーバが検出された

のは比較的少数例で‘あった。

7) cyst の形成は見られず，一部の例に下痢と大部

分のものに体重の減少が証明された。但し被胞前期のも

のは可成り見られた。

8) 死亡は接種後3～9日に於いて多く見られた0 ・

稿を終るに臨み思師松林教授の御指導並びに御校閲の

労に深く感謝する。
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